に対する 見方が 必ずしも 自明 的、 先験的 ならざる 事 を 

十分に 自覚して、 しかる 後世 人に 対する 必要 も あるべ 

し。 (この 点 は、 単に 予報の みの 問題に 限らず 一般 科 

学 教育 を 施す 人の 注意す ベ き 点なる ベ しと 信ず。 中学 

校に て 始めて 物理学 を 学ぶ 際に 「何故に かくの ごとく 

考えざる ベ からざる か」 との 疑問が 暗々 裡に 学生の 脳 

なんび と 

裡に 起り て 何人も これが 解決 を 与えざる が 故に、 力と 

云い、 質量と 云い、 仕事と 云う がごと き 言葉 は、 あた 

かも 別世界の 言葉の ごとく 聞え、 しかも これらの 考え 

が 先験的 必然の ものなる にか かわらず 自分 はこれ を理 

解し 得ず との 悲観 を 懐かしむ る 傾向 あり。 世人 一 般の 



科学に 対する 理解と 興味と を 増進す るに は、 少なくも 

中等教育 にお い て 科学的 認識論 方法論 の 初歩 を授 くる 

も 無用に は あらざる ベ し。) 

二 

さて 従来の 科学の 立場より 考えて、 すべての 主要 原 

因が 与えられ たりと 仮定 すれば 結果 は 常に 単義 的に 確 

定 すべき か。 これ は やや 注意 深き 考慮 を 要する 問題な 

- 1 o 

いわゆる 精密科学に おいても 吾人 は 偶然と 名づ くる 



思弁に 慣れず 原因 条件の 分析 を 知らざる 一 般観 者は不 

満を 禁ずる 能わざる ベ し。 また 場合により 実験の 結果 

が 半ば あるいは 部分的に 予期に 合すれば、 実験者た る 

学者 は その 適合せ る 部分 だけ を 抽出して 自己の 所説 を 

確か むれ ども、 かくの ごとき 抽象的 分析に 慣らされ ざ 

る 世俗 は 了解に 苦しむ 事 も あるべ し。 

かくの) J とき 困難 は 天然 現象の 場合に 最も 著し か る 

べし。 試みに 先ず 天気予報の 場合 を 考えん。 

太古の 時代より 天気予報の 試み は 行われ たれ ども、 

分析 的 科学の 発達せ ざり し 時代に は、 天気 を 限定す と 

考えられし 条件、 あるいは 独立変数が 極めて 乱雑なる 



非科学的の ものな りしな り。 尤も 雲の 形状 運動 や、 

風向、 気温 のノ J とき 今日の いわゆる 気象 要素と 名づ く 

る ものの 表示に 拠りた る 事 も あれ ど、 同時に また 動物 

の 挙動 や 人間の 生理 状態の) J と き 綜合 的 の 表現 をも材 

料と したり。 かくの ごとき 材料 も 場合によりて は あえ 

て 非科学的と は 称し 難き も、 とにかく 物理学 的 方法 を 

応用す る 場合の 独立変数 として は 不適当なる ものな り 

しなり。 今日の 気象学に おいて いわゆる 気象 要素と 称 

する もの はこれ に反して 物理学の 基礎の 上に 設定され 

たる ものにして、 これら を 材料と せる 予報 は 純然たる 

物理学 的の 予報に 外なら ず。 従って 物理学 上の 予報に 



内に ある 村の 上 を 多く 過ぐ るか 少なく 過ぐ るか は、 時 

に は その 村民に とりて はかなり 重大なる 場合 も あるべ 

し。 小 区域の 驟雨が 某 市街 を 通過す るか、 その 近郊の 

み を 過ぐ るか は その 市民に とりて は 無差別に は あらず。 

しかれ ども かくの ごとき 小規模の 現象の 予報 をな し 得 

るた めに は、 (この 予報が 可能と しても) 少なくも 測 候 

所の 数 を 現在の 数百 倍数 千倍に 増加せ ざるべ からず。 

現在の 天気予報 はかくの ごとき 要求 を充 たす ための 

ものに あらず。 各 測候所の 平均 領域の 幅員に 比して 微 

細なる 変化 は 度外視し、 定時 観測 期間の 長さに 比して 

急激なる 変化 を も 省略して 近似 的 等温線 ある いは 等 圧 



性 体の 破壊に 関して その 弱点の 分布 や 相互の 影響 ある 

いは 破壊の 段階 的 進歩に 関する 実験的研究 を 行い、 破 

壊と いう 現象に 関する なんらかの 新しき 方 則 を 発見す 

る 事 も 必ずしも 不可能なら ざるべ し。 すなわち 従来 普 

通に 考 うる ごとく、 弾性体 を 等質なる ものと 考えず 複 

雑なる 組織体と 考えて、 その内 部に おける 弱点の 分布 

の 状況 等に 関し 全く 新しき 考えより して 実験的研究 を 

積む も 無用に あらざる べき か。 

(大正 五 年 三月 『現代 之 科学』) 
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